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思
想
を
反
映
し
た
「
楽
」
や
、
桃
山
時
代
の
自
由
闊
達
な

雰
囲
気
を
映
し
た
よ
う
な
開
放
的
で
変
化
に
富
ん
だ
作
風

の
「
美
濃
」、
朝
鮮
半
島
の
陶
工
た
ち
に
由
来
し
た
と
い

わ
れ
る
「
唐
津
」「
上
野
」「
高
取
」「
萩
」
と
い
っ
た
新

し
く
創
始
さ
れ
た
窯
な
ど
様
々
で
、
個
性
的
な
茶
陶
が
盛

ん
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
に
お
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
加
賀
藩
に
よ
る
文

化
政
策
が
「
茶
の
湯
」
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
加
賀
藩
の
「
茶
の
湯
」
は
初
代
藩
主
前
田
利
家
に
始

ま
る
と
い
わ
れ
、
二
代
藩
主
利
長
以
降
、
歴
代
藩
主
は

「
茶
の
湯
」
に
深
く
傾
倒
し
ま
し
た
。

特
に
三
代
藩
主
利
常
と
五
代
藩
主
綱
紀
は
傑
出
し
た
文

化
大
名
と
し
て
知
ら
れ
、
金
森
宗
和
や
本
阿
弥
光
悦
、
小

堀
遠
州
な
ど
当
時
第
一
級
の
文
化
人
た
ち
に
指
導
を
受
け
、

「
百
万
石
」
の
富
を
惜
し
げ
も
な
く
投
入
し
て
「
茶
の
湯
」

の
普
及
や
名
品
収
集
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
加
賀
藩
内
で
の
優
れ
た
文
物
の
制
作
を
目
的
と

し
て
多
く
の
名
工
を
召
し
抱
え
、
藩
営
の
「
御
細
工
所
」

を
拠
点
と
し
た
工
芸
育
成
事
業
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
茶
の
湯
」
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
「
大
樋
焼
」
や
「
寒
雉

「
茶
の
湯
」
と
い
う
用
語
は
中
世
で
は
「
茶
数
寄
」、

近
世
以
降
で
は
茶
道
に
対
す
る
和
称
あ
る
い
は
雅
称
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
飲
茶
の
起
源
は
奈
良
〜
平
安
時
代
ま
で

遡
る
と
さ
れ
、
当
時
は
薬
用
と
し
て
飲
ま
れ
て
い
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
鎌
倉
時
代
に
僧
栄
西
が
禅
宗
と
と
も

に
「
喫
茶
」
の
風
習
を
伝
え
、
現
在
日
本
で
最
古
の
茶
に

関
す
る
書
で
あ
る
「
喫
茶
養
生
記
」
を
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
飲
茶
は
徐
々
に
一
般
に
も
普
及
し
て
い
き
ま
す

が
、
室
町
時
代
初
期
頃
ま
で
は
「
闘
茶
」
な
ど
の
嗜
好
品

と
し
て
の
面
を
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
期

頃
に
な
る
と
村
田
珠
光
に
よ
っ
て
「
茶
の
湯
」
と
し
て
の

新
し
い
茶
風
が
創
始
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
武
野
紹

が
珠

光
の
茶
を
広
め
て
「
侘
び
茶
」
を
展
開
し
、
室
町
時
代
後

期
の
「
茶
の
湯
」
界
に
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
、
そ
の

完
成
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
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や
が
て
桃
山
時
代
、
紹

に
学
ん
だ
千
利
休
に
よ
っ
て

「
茶
の
湯
」
は
大
成
さ
れ
ま
し
た
。
利
休
は
そ
れ
ま
で
町

衆
の
間
で
流
行
し
て
い
た
「
侘
び
茶
」
の
伝
統
を
発
展
さ

せ
、「
茶
会
の
点
前
形
式
の
完
成
」「
独
創
的
な
茶
屋
と
道

具
の
創
造
」「
茶
道
の
精
神
性
の
深
化
」
な
ど
を
導
入
し
、

以
後
現
代
に
ま
で
至
る
「
茶
の
湯
」
の
理
念
を
確
立
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
手
法
や
精
神
は
各
時
代
を
代
表
す
る
多

く
の
文
化
人
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
今
日
「
茶
の
湯
」

は
日
本
の
代
表
的
伝
統
文
化
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
茶
の
湯
」
が
広
が
り
を
み
せ
た
桃
山
時
代
以

降
、
茶
道
具
の
需
要
が
増
し
た
こ
と
や
、
深
い
精
神
性
を

持
つ
和
物
の
茶
道
具
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
茶
人
た
ち
が
自
ら
の
好
み
の
道
具
を
注
文
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
の
窯
で
多
く
の
茶
陶
が
制

作
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
中
世
以
来
の
焼
物
で
あ
る
「
伊
賀
」
や
「
丹
波
」、

「
備
前
」
や
「
信
楽
」
な
ど
を
は
じ
め
、
利
休
の
侘
び
の

平
成
19
年
10
月
１
日
（
月
）
〜12

月
31
日
（
月
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「古銅柑子口花入」明時代
石川県立美術館蔵

特
別
展
「
石
川
の
歴
史
と
文
化
再
発
見
」（
後
期
）

石
川
県
立
美
術
館
共
催
事
業

「
茶
の
湯
の
美
術

〜
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
の
名
品
を
中
心
に
〜
」

開
催
中
〜
10
月
28
日
（
日)

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

「
春
屋
宗
園
墨
跡

雲
門
垂
語
」

春
屋
宗
園

室
町
〜
桃
山
時
代

石
川
県
立
美
術
館
蔵

「
交
趾
金
花
鳥
香
合
」

明
時
代

石
川
県
立
美
術
館
蔵

重
文
「
色
絵
梅
花
図
平
水
指
」

野
々
村
仁
清

江
戸
時
代

石
川
県
立
美
術
館
蔵

「
擂
座
茶
入
」

室
町
時
代

石
川
県
立
美
術
館
蔵
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釜
」
の
ほ
か
、「
九
谷
焼
」
や
「
加
賀
蒔
絵
」、「
加
賀
象
嵌
」

な
ど
多
く
の
美
術
工
芸
が
発
達
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
藩
主
た
ち
の
「
茶
の
湯
」
へ
の
傾
倒
は
藩
内

全
体
に
行
き
渡
り
、
藩
士
の
み
な
ら
ず
町
人
の
間
に
も

「
茶
の
湯
」
は
盛
ん
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
茶
風

は
今
日
に
も
受
け
継
が
れ
、
現
在
も
金
沢
を
中
心
に
加
賀

独
自
の
「
茶
の
湯
」
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
現
在
で
も
石
川
県
は
「
美
術
工
芸
王
国
」
と
呼

ば
れ
る
と
同
時
に
、「
茶
の
湯
」
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

尚
、
本
展
は
現
在
石
川
県
内
に
所
蔵
さ
れ
る
優
れ
た
文

化
財
を
紹
介
す
る
特
別
展
「
石
川
の
歴
史
と
文
化
再
発
見
」

の
後
期
展
示
で
、
前
期
で
は
「
武
士
」
を
テ
ー
マ
に
甲
冑

や
刀
剣
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
テ
ー
マ
を
「
茶

の
湯
」
と
し
、
加
賀
藩
伝
来
な
ど
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る

品
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
優
れ
た
茶
道
具
を
所
蔵
し
て
い

る
石
川
県
立
美
術
館
の
特
別
協
力
を
得
て
、
そ
の
貴
重
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
当
館
所
蔵
「
池
田
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
の
「
美
濃
焼
」
な
ど
を
加
え
、
様
々
な
茶
道
美
術

品
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
た
様
々
な
茶
道
具
の
名
品
を
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
開
会
期
間
中
、
展

覧
会
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。

出
品
作
品
の
複
製
香
炉
や
湯
の
み
な
ど
石
川
県
立
美

術
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ら
で
は
の
風
格
あ
る
グ
ッ
ズ
を
は

じ
め
、

同
館
所
蔵
品
の
絵
葉
書
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、

ぬ
り
え
（
新
商
品
！
大
人
の
方
も
ど
う
ぞ
）
な
ど
気
軽

に
楽
し
め
る
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
ま
す
。

ま
た
、
図
録
、
書
籍
に
つ
い
て
も
『
茶
道
美
術
名
品

図
録
』（
石
川
県
立
美
術
館
発
行
）
を
は
じ
め
、
茶
の
湯

に
関
し
て
や
さ
し
く
解
説
し
た
『
す
ぐ
わ
か
る
茶
の
湯

の
美
術
』、『
す
ぐ
わ
か
る
茶
の
湯
の
名
品
茶
碗
』（
い
ず

れ
も
東
京
美
術
発
行
）
な
ど
を
販
売
。
県
立
美
術
館
は

来
年
秋
ま
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
休
館
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
が
『
県
美
グ
ッ
ズ
』
を
入
手
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
！展

覧
会
の
鑑
賞
時
間
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

で
の
「
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
？
」
の
時
間
も
プ
ラ
ス
し

て
…
、
ゆ
っ
く
り
と
ど
う
ぞ
。

複製湯のみと香炉

ぬりえとクリアファイル

重
美
・
県
文
「
祗
園
会
図
」

伝
長
谷
川
久
蔵

桃
山
時
代

石
川
県
立
美
術
館
蔵

県
文
「

釉
烏
香
炉
」

初
代
大
樋
長
左
衛
門

江
戸
時
代

石
川
県
立
美
術
館
蔵

「
小
井
戸
茶
碗

銘
玉
兎
」
李
朝
時
代

石
川
県
立
美
術
館
蔵

「
織
部
柳
文
筒
向
附
」
桃
山
時
代

当
館
蔵
（
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

５
０
０
円

４
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「
茶
の
湯
の
美
術
」
関
連
事
業
案
内

①
友
の
会
特
別
鑑
賞
会
「
茶
の
湯
の
美
術
」

展
示
室
内
で
作
品
に
関
す
る
『
と
っ
て
お
き
の
お
話
』

が
聞
け
ま
す
。

日
時
…
９
月
30
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
12
時

会
場
…
当
館
展
示
室

講
師
…
嶋
崎

丞
（
当
館
館
長
）

※
参
加
に
は
友
の
会
会
員
証
と
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

②
「
茶
の
湯
の
美
術
講
座
」

『
茶
の
湯
の
文
化
』
に
つ
い
て
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
内
容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
二
回

続
け
て
の
聴
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

日
時
…
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅰ：

10
月
７
日
（
日
）

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ：

10
月
14
日
（
日
）

共
に
午
後
２
時
〜
３
時

会
場
…
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

講
師
…
嶋
崎

丞
（
当
館
館
長
）

※
参
加
無
料
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毎
年
春
、
イ
タ
リ
ア
北
部
の
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
は
、

世
界
で
唯
一
の
児
童
図
書
専
門
見
本
市
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児

童
図
書
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
世
界
各
国
の

出
版
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
版
権
の
売
買
な
ど
が
行
わ
れ
る

た
め
、
児
童
図
書
の
最
新
動
向
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
見
本
市
の
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
と
し
て
一
九
六
七
年
か
ら
絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
絵
本
の
た
め
に
描
か
れ
た
五
枚
一

組
の
原
画
を
審
査
す
る
も
の
で
、
物
語
の
た
め
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
く
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
と
、
図
鑑
な
ど
教
育
を
目

的
と
す
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
で
募
集
さ
れ
ま
す
。

十
六
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
応
募
で
き
、
公
平
に
審
査

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜
門

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
一
月
の
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
に
国
籍
や
職
業
の
異
な
る

四
人
の
審
査
員
が
集
ま
り
、

世
界
五
十
八
カ
国
、
二
六
五

三
組
の
応
募
作
品
か
ら
、
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
部
門
を
合
わ
せ
て
、

二
十
三
カ
国
、
八
十
五
組
の

作
品
を
選
び
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
「
イ
タ
リ

ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本

「ピノッキオ」アルチュール・ルブッフ（フランス）

「
２
０
０
７
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
９
日(

金)

〜
12
月
９
日(

日)

[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

原
画
展
」
と
し
て
日
本
に

紹
介
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

図
録
に
掲
載
さ
れ
、
世
界

中
の
人
々
に
届
け
ら
れ
る

の
で
す
。
近
年
、
日
本
人

応
募
者
の
増
加
が
著
し
く
、

今
年
は
開
催
国
で
あ
る
イ

タ
リ
ア
に
次
ぐ
十
七
人
も

の
入
選
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

本
展
覧
会
は
一
九
七
八
年
に
初
め
て
兵
庫
県
の
西
宮
市

大
谷
記
念
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
川
県
で
は
一

九
九
五
年
に
小
松
市
の
本
陣
記
念
美
術
館
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ル
フ
レ
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
、
一
九
九
八
年
以
降
は

当
館
で
の
開
催
と
な
り
、
今
年
、
記
念
す
べ
き
十
回
目
を

迎
え
ま
す
。

入
選
作
品
は
、
絵
画
と
し
て
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
五
枚
の
原
画
で
物
語
を
語
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
私
た
ち
大
人
が
思
い
も
よ
ら
な
い
原
画
に
興
味

を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
絵
本
の
原
画
は
印
刷
さ
れ
出

版
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
描
か
れ
、
手
元
に
届
け
ら
れ
る

の
は
、
絵
本
の
形
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
印
刷
さ
れ
た
絵

本
か
ら
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
原
画
の
魅
力
を
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
物
語
の
中
へ
足
を
踏
み
入
れ
、
忘
れ

つ
つ
あ
る
子
ど
も
時
代
を
取
り
戻
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
特
別
展
示
】

今
年
は
二
〇
〇
六
年
に
子
ど
も
の
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と

も
い
わ
れ
る
「
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
」
の
画
家
賞
を
受

賞
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
・
エ
ァ
ル
ブ
ル
ッ
フ
で
す
。
一
九
四
八

年
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
五
十
八
歳
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
『
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
や
『
エ
ス
ク
ァ
イ
ア
』
な
ど

で
活
躍
し
、
一
九
八
五
年
よ
り
絵
本
の
仕
事
を
始
め
ま
し

た
。
二
度
の
ド
イ
ツ
児
童
文
学
賞
受
賞
に
加
え
、
二
〇
〇

三
年
に
は
同
賞
特
別
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
に

は
『L

a
G
ra
n
d
e
Q
u
e
stio
n

』（
仏
）
で
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
・
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

展
図
録
表
紙
描
き
下
ろ
し
と
『N

eu
es
A
B
C

‐B
u
ch

』

（
独
）
の
原
画
二
十
点
を
紹
介
し
ま
す
。

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
の
原
画
展
や
、

入
選
者
の
感
想
、
出
版
社
へ
の
売

り
込
み
の
様
子
な
ど
に
加
え
、
エ

ァ
ル
ブ
ル
ッ
フ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
、
美
し
い
市
街
の
映
像
と

と
も
に
お
届
け
し
ま
す
。

【
絵
本
展
示
】

入
選
作
品
や
入
選
作
家
に
よ
る
絵
本
、
お
ス
ス
メ
絵
本

な
ど
約
百
冊
を
展
示
し
ま
す
。
ご
自
由
に
ご
覧
下
さ
い
。

【
十
周
年
記
念
展
示
】

当
館
で
の
開
催
が
始
ま
っ
た
一
九
九
八
年
以
降
の
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
展
に
入
選
し
た
北
陸
在
住
作
家
か
ら
、
五
作
家
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
絵
本
を
出
版
し
た
り
、
作
家
と
し

て
活
躍
す
る
彼
ら
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
出
品
作
家
〔
入
選
年
／
入
選
部
門
〕

お
き
た

も
も

98
年

ノ
ン
･
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門

か
る
べ
め
ぐ
み

03
年

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門

荒
川

恵
子

06
･
07
年

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門

釣
谷

幸
輝

06
･
07
年

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門

広
瀬

ひ
か
り

06
年

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門

「卵の小さな本」
パトリツィア・ドナエラ（イタリア）

「オムライス男爵」神野早織（日本）

「みんなの家」
エリー・ナカヤマ（ブラジル）

「さまざまな少女たち」
ニコレッタ・チェッコリ
（サン・マリノ共和国）



★
会
期
中
限
定
販
売
！
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
グ
ッ
ズ
★

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
入
選
作
家
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
、
一
筆
箋
、
絵
本
な
ど
を
販
売
。

さ
ら
に
今
年
は
出
品
作
家
（
釣
谷

幸
輝
氏
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ

ジ
を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
マ
シ
ー
ン
で

買
え
る
お
楽
し
み
企
画
も
あ
り
ま

す
。
人
気
商
品
は
会
期
途
中
で
も
、

売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で

お
早
め
に
♪

当
館
友
の
会
会
員
証
の
提
示
で

割
引
さ
れ
る
商
品
も
あ
り
ま
す
！

●★
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！
●★【
参
加
無
料
】

い
ら
な
く
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
裏

面
を
利
用
し
て
冊
子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自

由
に
飾
り
つ
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

開
催
日

11
／
10
（
土
）、
11
（
日
）、
17
（
土
）、
24
（
土
）、

12
／
１
（
土
）、
２
（
日
）、
８
（
土
）、
９
（
日
）

時

間

午
後
２
時
〜
４
時

対

象

４
歳
〜
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定

員

各
日
10
名
（
要
申
込
）

持
ち
物

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協

力

も
こ
も
こ
の
会
の
み
な
さ
ん

●★
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
挑
戦
!!
●★
【
参
加
無
料
】

ペ
タ
ペ
タ
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
。
紙
に
色
を
塗
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
い
ろ
が
み
を
作
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
紙
を
切
っ
た
り

貼
っ
た
り
。
そ
こ
か
ら
何
が
み
つ
か
る
か
な
？

開
催
日

11
／
18
（
日
）

時

間

①
午
前
10
時
〜
12
時

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対

象

①
②
と
も
に
、
中
学
生
以
下

定

員

各
10
名
（
要
申
込
）

持
ち
物

家
に
あ
る
紙
、
画
材
、
ボ
ン
ド
、

筆
記
用
具
な
ど

講

師

か
る
べ
め
ぐ
み
氏
（
03
年
入
選
・
画
家
）

●★
絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会
●★
【
入
場
無
料
】

毎
週
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
１
時
30
分
。

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。

11
／
10

す
て
き
な
三
に
ん
ぐ
み

11
／
17

ま
ほ
う
つ
か
い
の
ノ
ナ
ば
あ
さ
ん

11
／
24

ス
イ
ミ
ー

12
／
１

か
も
さ
ん
お
と
お
り

12
／
８

か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

他

5

●★
楽
し
い
銅
版
画
教
室
●★

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
の
技
法
で
本
格
的
な
銅
版
画
作
品
を

作
り
ま
す
。
版
の
大
き
さ
は
１
４
８
×
２
１
０
㍉
。
作
品

展
も
開
催
し
ま
す
。

開
催
日

11
／
23
（
金
・
祝
）

時

間

①
午
前
10
時
〜
12
時

②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

対

象

①
小
学
生
以
上

②
高
校
生
以
上

定

員

各
10
名
（
要
申
込
）

持
ち
物

下
絵
、
筆
記
用
具
な
ど

参
加
費

１，

０
０
０
円

講

師

広
瀬
ひ
か
り
氏
（
06
年
入
選
・
銅
版
画
家
）

荒
川

恵
子
氏
（
06
・
07
年
入
選
・
銅
版
画
家
）

作
品
展

11
／
24
（
土
）
〜
12
／
９
（
日
）

※
「
絵
本
作
り
」「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」「
銅
版
画
」
と
も
に
、

10
／
25
（
木
）
９
時
よ
り
電
話
受
付
開
始
（
先
着
順
）

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

７
０
０
円

６
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○c 広瀬ひかり

楽しい♪ かわいい!



6

10
月
５
日
（
金
）
〜
８
日
（
月
・
祝
）

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ

「
彩
の
会
」
と
写
真
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」
の
第

３
回
合
同
展
で
、
双
方
の
会
員
30
名
が
風
景
、
人

物
な
ど
の
近
作
約
80
点
を
展
示
発
表
し
ま
す
。
芸

術
の
秋
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

主

催

彩
の
会
・
写
団
の
と

連
絡
先

彩
の
会

加
地
求

1
０
７
６
７
（
52
）
１
６
１
３

10
月
26
日
（
金
）
〜
28
日
（
日
）

初
日
は
午
後
１
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

パ
ス
テ
ル
画
に
よ
る
〈
静
物
と
風
景
〉
約
20
点

を
展
示
し
ま
す
。
自
然
を
求
め
東
京
か
ら
能
登
へ

移
住
し
て
30
年
。
静
物
を
モ
チ
ー
フ
に
、
能
登
の

静
か
な
時
間
と
光
り
を
描
い
た
作
品
。
ご
ゆ
っ
く

り
と
ご
覧
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

主
催
・
連
絡
先

榎
本
友
康

1
０
７
６
７
（
42
）
２
６
２
１

11
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
）

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

美
術
文
化
の
振
興
発
展
を
め
ざ
し
、
地
域
文
化

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
」
６
部
門
の
公

募
に
よ
る
能
登
地
区
最
大
の
美
術
展
覧
会
で
す
。

…
が
ん
ば
ろ
う
能
登
…
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
賞
者
の
表
彰
式
は
11
月
４

日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
美
術
館
ア
ー
ト

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

主

催

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先

七
尾
美
術
作
家
協
会
会
長

清
水
聖
鵬

1
０
７
６
７
（
52
）
３
９
３
１

12
月
21
日
（
金
）
〜
23
日
（
日
）

第
64
回
の
写
真
展
開
催
の
運
び
と
な
り
会
員
の

方
々
も
作
品
作
り
に
自
助
努
力
し
て
い
ま
す
。
必

ず
目
を
見
張
る
夢
見
る
世
界
へ
と
導
か
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
是
非
ご
来
館
下
さ
っ
て
写
真
芸
術
を

心
行
く
迄
ご
堪
能
下
さ
い
。

主

催

北
國
写
真
連
盟
・
北
國
新
聞
社
・

富
山
新
聞
社

連
絡
先

宮
崎

功

1
０
７
６
７
（
57
）
２
８
４
５

10
月
13
日
（
土
）
開
演

午
後
２
時
30
分

ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
発
表
会
で

す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
み
な
さ
ん
に
観
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
御
来
場
く
だ
さ
い
。

主

催

松
本
佐
智
子
・
古
川
か
お
り
門
下
生

連
絡
先

松
本
佐
智
子

1
０
９
０
‐
３
８
８
５
‐
０
０
６
１

10
月
21
日
（
日
）
開
演

午
前
11
時

七
尾
市
を
中
心
に
総
勢
30
名
程
の
グ
ル
ー
プ
で

す
。
長
唄
及
び
歌
謡
そ
の
他
、
日
舞
の
泉
流
教
室

の
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
い
た
し
ま
す
。

主

催

泉
流
日
舞

連
絡
先

石
垣
喜
久
雄

1
０
９
０
‐
８
２
６
２
‐
４
５
７
３

10
月
28
日
（
日
）

開
演

午
後
１
時

時
代
が
ど
ん
な
に
変
わ
っ
て
も
、
何
事
を
す
る

に
も
「
基
本
の
大
切
さ
」
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
辻

井
先
生
が
丁
寧
に
楽
し
く
お
話
を
交
え
な
が
ら
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
ご
指
導
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
来

場
下
さ
い
。

聴
講
料

１，

０
０
０
円

主

催

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先

障
子
口
幸
美
（
能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会
）

1
０
７
６
７
（
38
）
１
３
０
７

０
９
０
‐
２
０
９
１
‐
９
４
７
９

11
月
３
日
（
土
）
開
演

午
後
２
時
30
分

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｏ
は
、
音
楽
と
通
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
シ
ョ
パ
ン
、
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
…
な
ど
の
ピ
ア
ノ
曲
を
と
り
あ
げ
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
来
場
下
さ
い
。

入
場
料

５
０
０
円

主

催

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｏ
（
ク
レ
オ
）

連
絡
先

谷

栄
美

1
０
７
６
７
（
53
）
１
１
２
４

11
月
11
日
（
日
）
開
演

午
後
１
時
30
分

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
年
に
一
度
の
ピ
ア
ノ

発
表
会
で
す
。
今
回
は
、
映
画
音
楽
と
連
弾
の
特

集
を
企
画
し
ま
し
た
。
平
見
夕
紀
さ
ん
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
入
場
下
さ

い
。

主

催

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ
ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

連
絡
先

井
藤
真
理

1
０
７
６
７
（
58
）
１
３
５
５

11
月
13
日
（
火
）
開
演

午
後
１
時
30
分

懐
か
し
い
う
た
を
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
琴
で

演
奏
し
ま
す
。
後
半
に
は
加
賀
万
歳
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
料

３
０
０
円

主
催
・
連
絡
先

七
尾
市
生
涯
学
習
課

1
０
７
６
７
（
68
）
６
５
９
５

12
月
２
日
（
日
）
開
演

午
後
１
時
30
分

２
年
に
１
回
開
か
れ
る
発
表
会
で
す
。
お
馴
染

み
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
ま
で
生
徒
達
が
お
気
に
入
り
の
一
曲
を
演
奏
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主

催

松
本
由
美
子
門
下
生

連
絡
先

松
本
由
美
子

1
０
７
６
７
（
53
）
７
０
６
８

12
月
９
日
（
日
）
開
演

午
後
１
時
30
分

日
頃
の
練
習
の
成
果
と
し
て
、
２
年
に
一
度
催

し
て
い
ま
す
。
ソ
ロ
を
は
じ
め
、
兄
妹
に
よ
る
６

手
連
弾
な
ど
、
幼
児
か
ら
一
般
の
方
ま
で
の
演
奏

で
す
。
ど
う
ぞ
応
援
に
お
越
し
下
さ
い
。

主

催

竹
本
由
起
子
門
下
生

連
絡
先

竹
本
由
起
子

1
０
７
６
７
（
52
）
７
１
７
２

12
月
16
日
（
日
）
開
演

午
前
９
時
45
分

２
歳
児
か
ら
５
歳
児
に
よ
る
発
表
会
で
、
楽
器

演
奏
や
歌
、
遊
戯
や
劇
あ
そ
び
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
達
の
一
年
間
の
成
長
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
表

い
た
し
ま
す
。

主
催
・
連
絡
先

ひ
ま
わ
り
保
育
園

1
０
７
６
７
（
57
）
２
８
０
０

12
月
23
日
（
日
）
開
演

午
後
１
時
30
分

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
見
て
い
た
だ
く
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
一
生
懸
命
で
可
愛
い
子

供
た
ち
の
姿
を
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

主

催

青
山
バ
レ
エ

連
絡
先

津
田
康
子

1
０
９
０
‐
８
２
６
１
‐
６
７
９
２

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
案
内

第
３
回
彩
の
会
＆
写
団
の
と
展

入
場

無
料

榎
本
友
康
パ
ス
テ
ル
画
展

入
場

無
料

平
成
19
年
度

七
尾
市
美
術
展
覧
会

入
場

無
料

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

第
64
回
北
國
写
真
展
七
尾
展

入
場

無
料

泉
流
日
舞

入
場

無
料

第
10
回

ピ
ア
ー
チ
ェ
コ
ン
サ
ー
ト

入
場

無
料

第
３
回
七
尾
市
民
文
化
祭
参
加
事
業

辻
井
雅
子
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

第
２
回
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｏ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
入
場

無
料

第
12
回
メ
ロ
デ
ィ
音
楽
会

入
場

無
料

ひ
ま
わ
り
保
育
園
お
た
の
し
み
会
入
場

無
料

青
山
バ
レ
エ
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
入
場

無
料

七
尾
市
健
老
大
学
講
座

音
楽
鑑
賞
と
加
賀
万
歳

竹
本
由
起
子
門
下
生

第
８
回
ピ
ア
ノ
発
表
会

入
場

無
料



ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
報
告

七
月
一
日
（
日
）、
中
村
静
勇
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
貴
重
な
お
話
に
聞
き

入
り
、
幻
想
的
な
空
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
中
村
氏
の
ご
好
意
で
、
中
村
氏
の
後
輩
で
あ
る
朝
日

中
学
校
（
旧
徳
田
中
学
校
）
三
年
生
と
の
展
示
室
で
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
も
実
現
し
ま
し
た
。
図
版
を
見
な
が
ら
事
前
に
授
業
で
レ

ク
チ
ャ
ー
後
、
展
示
室
で
実
物
を
目
に
し
た
生
徒
た
ち
は
、
そ

の
存
在
感
や
深
み
を
実
感
し
、
中
村
氏
に
質
問
し
た
り
、
自
分

が
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
先
輩
が
描
い
た
素
晴
ら

し
い
作
品
を
前
に
、
中
村
氏
自
身
と
対
話
で
き
た
こ
と
は
、
非

常
に
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
村
氏
の
「
僕
の
絵
は
日
記
み
た
い
な
も
の
。
色
々
な
思
い

を
絵
で
綴
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
み

ん
な
、
う
ま
い
と
か
下
手
だ
と
か
気
に
し

な
い
で
、
自
分
の
気
持
ち
を
絵
に
し
て
い

け
ば
い
い
と
思
う
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
表
現
し
、
新
た
な

芸
術
家
が
誕
生
し
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
中
村
先
生
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

八
月
十
一
〜
十
九
、
二
十

五
、
二
十
六
日
、
九
月
八
、

十
五
〜
十
七
日
の
午
後
二
時

〜
四
時
ま
で
、「
れ
き
は
く
歴

史
体
験
in
な
な
お
《
武
士
の

時
代
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
》
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
来
館
さ

れ
て
「
え
、
甲
冑
が
着
ら
れ

る
日
も
あ
っ
た
の
！
」
と
い

う
方
も
多
く
、
予
定
日
時
以

外
で
も
で
き
る
だ
け
対
応
し
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

沢
山
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

複
製
と
は
い
え
甲
冑
を
身
に
着
け
て
い
く
と
、
皆
さ

ん
す
っ
か
り
武
士
気
分
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
重
さ
や

動
き
に
く
さ
を
実
感
。
最
初
は
恥
ず
か
し
気
な
大
人
の

方
も
、
鏡
や
カ
メ
ラ
の
前
で
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
り
、

「
来
年
の
年
賀
状
に
す
る
」
と
意
気
込
む
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
期
中
は
小
中
学
生
対
象
の
《
子
ど
も
な
ん

で
も
ク
イ
ズ
》
や
、
自
由
に
参
加
で
き
る
折
り
紙
コ
ー

ナ
ー
《
だ
れ
で
も
カ
ブ
ト
！
》
も
開
催
し
ま
し
た
。
ク

イ
ズ
で
は
、
大
名
行
列
の
絵
や
甲
冑
に
目
を
凝
ら
し
、

正
解
パ
ネ
ル
の
前
で
「
や
っ
た
ー
、
全
問
正
解
や
！
」

と
喜
ぶ
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
り
、
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
四
種
類
の
折
り
方
を
見
な
が
ら
、
小
さ
な
お
子
様

か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
が
微

笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
先
生
方
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

※
「
武
士
の
装
い
」
展
関
連
の
教
育
普
及
事
業
は
、
文
化

庁
芸
術
拠
点
形
成
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
十
二
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま

で
、
長
谷
川
孝
徳
氏
（
北
陸
大
学
教
授
）
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
親
子
対
象
の
《
お
も
し
ろ
武

士
の
体
験
講
座
》
が
開
催
さ
れ
、
一
般
聴
講
の

方
も
併
せ
て
四
十
一
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
甲
冑
の
重
さ
に
つ
い
て
の
問

い
に
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
て
答
え
、「
学
校
の
自

由
課
題
に
す
る
」
と
い
う
児
童
は
、
一
生
懸
命

メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
元
の
さ
や

に
納
ま
る
」「
反
り
が
合
わ
な
い
」「
火
蓋
が
切
っ

て
落
と
さ
れ
た
」
な
ど
の
言
葉
が
刀
や
火
縄
銃

か
ら
き
て
い
る
と
い
う
お
話
に
は
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
の
方
が
大
き
く
頷
い
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

さ
ら
に
、
八
月
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
二
時
ま
で
は
、
長
谷
川
氏
に
よ
る
一
般
対
象

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
二
十
八
人

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
甲
冑
の
と
こ
ろ
で

長
谷
川
氏
が
「
こ
れ
は
大
河
ド
ラ
マ
の
《
利
家

と
ま
つ
》
で
、
俳
優
の
○
○
が
演
じ
て
い
た
人

物
が
実
際
に
着
用
し
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
と
、

一
斉
に
「
あ
〜
！
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
、

皆
さ
ん
か
ら
笑
い
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

七
尾
美
術
館
で
初
め
て
の
甲
冑
展
示
、
知
ら

な
か
っ
た
武
士
の
こ
と
、

武
士
が
生
き
た
時
代
の

こ
と
が
分
か
っ
て
、
参

加
さ
れ
た
方
は
満
足
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
先
生
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

石川の歴史と文化再発見「武士の装い～石川県立歴史博物館所蔵の名品を中心に～」

7

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
ク
イ
ズ
報
告

体
験
講
座
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
報
告

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
報
告

◆
◆
職
場
体
験
＆
博
物
館
実
習
報
告
◆
◆

当
館
で
は
今
年
も
七
月
〜
八
月
の

間
に
七
尾
市
立
東
部
中
学
校
生
徒
二

名
、石
川
県
立
鹿
西
高
校
生
徒
二
名
、

博
物
館
実
習
生
二
名
を
受
け
入
れ
、

美
術
館
の
様
々
な
仕
事
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。博
物
館
実
習
生
は
、

館
外
で
「
武
士
の
装
い
」
展
Ｐ
Ｒ
活

動
も
行
な
い
ま
し
た
。

「
洋
画
家
中
村
静
勇
の
世
界
〜
幻
想
の
物
語
〜
」

能登食祭市場にてPR中

七尾市立東湊小学校6年生のみなさん



石川県七尾美術館だより 第51号（秋号）
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/（アドレスが変更になりました）

◆第１展示室 ◆第２展示室

「桃山・江戸時代の長谷川派を中心に」
等伯の出身地にある当館では、毎年

「長谷川等伯シリーズ展」を開催してい
ます。
今回は春の「長谷川等伯展」を前に、
初展示となる等叔・雪嶺など江戸時代
の長谷川派作品を中心に、特別展示の
当館所蔵・寄託の信春時代作品２点も
あわせて約10点を紹介します。

「達磨図」長谷川等言（等権）

◎次号・第52号（冬号）は１月１日発行予定です。

平成19年12月15日（土）～平成20年１月27日（日）

「女流画家たちの視点」
石川県ゆかりの女流作家た

ちが、それぞれの視点で捉え
て描いた日本画と洋画を、所
蔵作品と寄託作品から紹介し
ます。
時にはやさしく繊細で、時

には内に秘めた強さが伝わっ
てくる、そんな魅力的な作品
16点をお楽しみください。

◆第１展示室 ◆第２展示室

「春の所蔵品展～織部づくし～」
鮮やかな緑釉、自由奔放な形に

大胆な意匠。桃山時代を彩った織
部焼。当館所蔵品の中核をなす池
田コレクションの美濃焼より、織
部焼の優品から興味深い陶片に加
え、瀬戸焼や志野焼もまじえ、一
堂に展示します。

平成20年２月９日（土）～３月30日（日）

「魅惑のヨーロッパガラス」
古代の器に始まり現代のガラス造形にいたるヨーロッパの洗練されたガラス作品をご紹介します。
会 期●平成19年12月1日（土）～平成20年3月3日（月）

＊休館日 11/27(火)～30(金)、12/18(火)、12/29(土)～1/1(火)、1/15(火)、2/19(火)

開館時間●9:00～16:30（入館は16:00まで）
観 覧 料●個人800円、団体（20名以上）700円、中学生以下無料
イベント●わくわくワークショップ

「ガラスの器を贈ろう！クリスマスプレゼント」

12／22、23 10:00～11:30、13:30～15:30 参加費 200円から

からのご案内

「春の所蔵品展～石川ゆかりの作家たち～」
所蔵品及び寄託作品より、石

川の地が育んだ現代の作家を中
心に、日本画、洋画、彫刻など
様々なジャンルで紹介します。

「織部亀甲文富士形小手鉢」 「晨」吉田雪山

「黒幾何学文リキュールセット」ウィーン工房
1920年頃 石川県立美術館所蔵

「帰らない日」加戸ひとみ


